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 電子のド・ブロイ波長が原子・分子のサイズに比べて遥かに長くなるような超

低エネルギー電子と原子・分子の衝突では、量子力学特有の現象が明確に現

れることが期待され興味深い。一般的な電子衝突実験では、熱フィラメントから

のエネルギーの拡がりのある熱電子を電子源として用いている。しかし、この手

法では 100 meV 程度が実験可能な衝突エネルギーの下限であった。そこで本

研究グループでは、放射光による原子・分子の光イオン化で生成する光電子、

中でもしきい光電子を電子源とした超低エネルギー電子ビーム生成手法を開

発し、これを用いた超低エネルギーにおける電子衝突全断面積測定を行ってき

た[1, 2]。しきい光電子は非常に緩いポテンシャル勾配での捕集が可能であり、

エミッタンスを小さくすることができるため非常に低いエネルギーの電子ビーム

まで強度の損失を小さくできる。さらに電子の捕集法にしみ出し電場法を用い

ることで選択的にエネルギーが０の電子のみを捕集することができるため非常

に高い分解能も達成している。 

 これまでに、本研究グループではこの手法を用いて Ar, Kr, Xe について、はじ

めて超低エネルギー領域の全断面積の測定に成功し、超低エネルギー領域に

おける理論計算と比較を行い理論計算の不完全さを指摘している[1, 2]。また

全断面積上の Feshbach 共鳴由来の構造を明瞭に観測し共鳴の寿命を決定し

た[2]。今回は He についてはじめて実験的に超低エネルギー領域の電子衝突

全断面積を測定し、信頼のおける理論計算[3, 4]と比較したので報告する。また

19.3eV 付近に存在する Feshbach 共鳴に由来する構造を全断面積上に観測し

たので報告する。 
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